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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター

「ワッシーくん」

「イヌワシ」鳥海山にて撮影：阿部治雄

バードウォッチングへの誘い㉘「ホモサピエンス鳥の恩恵」

突撃！鳥海イヌワシみらい館⑩　ナチュラリスト　西澤信雄氏

蜂蜜の森から⑦「アシナガバチ移住作戦スタート！」





 　今年も秋の台風がいくつか列島を通過していきましたが皆さんの地域では大きな被害はありませんでしたでしょうか？山形県の庄内

地方は暑い夏が過ぎて、過ごしやすい秋はあっという間に過ぎていきます。ちょうど庄内柿の収穫も終わって、民家の軒先には茶色くな

った干し柿がぶら下がっています。冬の訪れを感じさせる光景です。しかし、今年の月山の初冠雪、山形市での初氷はともに平年に比

べ15日前後も遅いとのことでした。今年の冬はどうなることやら。情報や写真の投稿はmoukin@raptor-c.comまで。

2018/9/11「アオバト」山形県遊佐町

声はすれども姿は見えず。林の間から遠く

を見ますと・・・いた！鮮やかな緑色に固唾

をのんで撮影した1枚！（・・・のような気が

しています。）撮影：渡会様

番外編2018/9/14　「サシバ」

新潟県小千谷市

秋の風物詩サシバの渡り。初めて渡る姿を

見たとのことで、投稿してくださいました。こ

れからもぜひ地元での観察を続けていただ

きたいです。撮影：波多様

2018/10/27 「ルビーキクイタダキ」酒田市

でた～！なんと日本で初確認となった鳥。

普段は北米にいるそうです。目の周りの白

い模様が楕円で、人の目のように見えます

ね。「あれ？メープルの匂いがしない！」と思

ったことでしょう。撮影：簗川堅治様

2018/7/31　「オオスカシバ」酒田市

鮮やかなウグイス色！蛾と聞くとがっかりす

るかもしれませんが、名前の通り羽に鱗粉

がなくて透明なので、触っても汚れなくて良

いんです。ハチに似たカラーリングは「俺って

危ないんだぜ！」と主張するベイツ型擬態

です。撮影：齋藤利孝様

番外編　2018/9/24「マダラナニワトンボ」　

新潟県

日本国内でも局所的にしか生息していな

い珍しいトンボです。山形県にも生息して

いますが、お隣の新潟県にもいるようで

す。撮影：たっちん様

番外編　2018/7/30　「アオバズク」富山県

青葉の茂るころにやってきて繁殖するからア

オバズク。羽角がほとんどないミミズクの仲

間です。フクロウ類の特徴である対趾足が

しっかりと観察できますね。撮影：田畑様

2018/8/28　「シロハラミズナギドリ」　

酒田市

酒田市は港が近い市で、海鳥類もよく飛

んでいるのですが、これまで見たことの無い

鳥が救護されたとのことで問い合わせがあ

りました。夏はオホーツク海等で暮らしてい

るようですね。撮影：酒田市環境衛生課

番外編2018/7/30　「ハコネサンショウウオ」

秋田県にかほ市

東北にいるからトウホクサンショウウオ、箱根

にいるからハコネサンショウウオ？日本のサン

ショウウオでは最も分布域が広いとのことで

す。撮影：後藤勇様

2018/10/30「コウノトリ」酒田市

宇宙にいる「こうのとり」からカプセルが放出

され、無事大気圏を突破して回収に成功

しました。酒田市にも幸せを運ぶコウノトリ

がやってきてくれました。

撮影：阿部治雄様







○特別企画展示「鳥類施設無謀にも恐竜を飾る」
　6月16日（土）～9月9日（日）までの約3か月にわたって、「鳥

類施設無謀にも恐竜を飾る」と題して特別展示を開催しまし

た。展示タイトルや内容は、森林総研の鳥類学者、川上和人

先生による著書「鳥類学者無謀にも恐竜を語る」を使用させ

ていただきました。メイン展示としてアジアに生息した大型肉

食恐竜「タルボサウルス」を展示し、始祖鳥やスピノサウルス

の歯など100点に及ぶ資料を展示しました。本の中から「恐竜

に毒はあったか？」や「子育てをしたか？」など現生鳥類と比

較しながら、実際の資料を交えて面白おかしく展示しました。

本物の恐竜化石に触るコーナーや、骨格標本クイズなども設

置して、多くの来場者に楽しみながら学んでもらうことができ

たと思います。来館者数も例年の倍となり、SNSなどでも取り

上げられて大きな話題となりました。展示にあたって協力いた

だいた、川上和人先生、国府田良樹先生、各博物館の皆さ

ん、来場してくれた皆さんありがとうございました。

　自由研究対策企画「昆虫採集と標本を作ろう」

イベント開催報告

　「夏休み体験プログラム」
　7月23日（月）～8月19日（日）まで、毎年恒例の「夏休み体

験プログラム」を開催しました。今年はこれまでのレギュラー

プログラムの他に、恐竜展の開催に合わせた「化石の消しゴ

ムづくり」を期間中毎日開催しました。

　1週目は、米沢市の特産品「お鷹ぽっぽの絵付け」で猛禽

類の体の特徴を知ってもらいました。2週目の「ドリームキャッ

チャー作り」では、猛禽類の羽を通した人と鳥類の文化につ

いて知ってもらいました。3週目の「エコバッグ作り」では、体

験を通して葉っぱの多様性について学んでもらいました。4

週目は「蜜ろうそく作り」で、ミツバチがもたらす生態系サービ

スを体験してもらいました。化石消しゴムづくりも大変な人気

で期間中本当に多くの家族が参加してくれました。デザイン

にこだわって作っていく人も多く、オリジナリティあふれる消し

ゴムになったと思います。

　今年は全プログラムトータルで、過去最高となる700人近く

が参加してくれました。イベントに協力してくれた皆さんありが

とうございました。

　7月22日（日）に昨年開催して好評を得た、昆虫採集会を「昆

虫採集と標本を作ろう」と題して開催しました。夏休みの子供た

ちは宿題の他にも自由研究をしなければならないということで、

虫に興味のある子供たちに、昆虫採集と標本づくりをしてもら

って宿題を一つ終わらせようという企画の意図がありました。参

加者からはチョウの気絶のさせ方にドキドキしたことや、クワガ

タを捕まえられてうれしかったなど感想が寄せられました。イベ

ント開催にあたって協力していただいた庄内昆虫同好会の皆

さん、参加してくれた皆さんありがとうございました。

○

○

タルボサウルス全身骨格

虫を追う子供たち

真剣に命と向き合う

お鷹ぽっぽの絵付け ドリームキャッチャー作り

エコバッグ作り 蜜ろうそく作り

化石の消しゴムづくり



○出張展示「まるごと秋田のジオパーク」
　7月26日（木）秋田県秋田市のアルヴェにて開催された「まるご

と秋田のジオパーク」に出展させていただきました。

　秋田県は認定ジオパークを4か所も有する、東北で最も盛りあ

がっている地域です。鳥海イヌワシみらい館のある鳥海山も

2016年に山形県では初の「鳥海山・飛島ジオパーク」として認定

されました。

　当日の会場では、秋田県4つのジオパークが一堂に会し、そ

れぞれのジオパークの見所を案内したほか、体験ワークショップ

などで楽しく来場者に魅力を伝えました。鳥海イヌワシみらい館

も、イヌワシの生態について知ってもらう展示をしました。宮城県

栗原市から出展した栗駒山麓ジオパークの「ねじりほんにょ」や

秋田県湯沢市のゆざわジオパークの「しずこまち」、鳥海イヌワ

シみらい館のワッシーくんも登場し会場を盛り上げました。秋田

県ジオパーク連絡協議会の皆さん、来場してくれた皆さんあり

がとうございました。

　出張展示「山形大学　小白川キャンパス　八峰祭」

　出張展示「やまがた環境展2018」
　10月27日（土）・28日（日）は山形市ビッグウィングで開催さ

れた「やまがた環境展2018」に出展しました。

　今年は初めてミサゴの魚取り装置（ミサゴキャッチャー）を運

搬し設置しました。ミサゴキャッチャーはミサゴの持つ「（可

変）対趾足」とイヌワシなどの持つ「三前趾足」で、同じ力であ

った場合に、滑りやすい魚をどちらがつかみやすいのか知る

ことができる実験型体験装置です。子供たちの行列ができま

したが、イヌワシの足ではどうしても捕まえることができず泣い

てしまう子もおりました。ミサゴの足で魚を捕まえてスッキリし

てくれました。

　昨年も来場して顔なじみになった人もいて、今年も面白い

ねと感想をいただきました。

　会場にはワッシーくんも登場して子供たちとの記念撮影な

どに応じていました。

　来場してくれた皆さんありがとうございました。

　

　10月20日（土）・21日（日）に山形市にある山形大学小白川キ

ャンパスにて開催された大学祭「八峰祭」に出展させていただ

きました。

　鳥海イヌワシみらい館の来場者は家族連れが多く、高校生・

大学生の来場者が極端に少ないということもあって、今回鳥海

イヌワシみらい館のPRと、イヌワシの生態と保護について知っ

てもらうための展示をさせていただきました。来場者は、設置し

た「はてなボックス」をおっかなびっくり体験しながらも、体験者

がもらえるストラップのプレゼントに喜んでいました。出店ブー

スではワッシーくんも練り歩いて、多くの学生たちに写真を撮

影されました。拡散効果にも期待したいと思います。来場してく

れた皆さん、八峰祭実行委員の皆さんありがとうございました。

○

○

左から「しずこまち」「ねじりほんにょ」「ワッシーくん」

箱の中身についてヒントをもらう来場者

イヌワシの視力体験

ミサゴキャッチャー

展示ブースとワッシーくん



編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

12月より火曜日、12月29～1月3日休館日

猛禽類保護センター
Vol,28 秋号

11月～12月の開館情報
北海道に行ってきまし

た。海鳥センターおすす

めです。ぜひイベントの

ある時に行ってみてくだ

さい！（本）

白いものがおいしくなると空

から白いものが降ってくる。

山形の冬そのものです。温

まるものを摂って寒い冬を

乗り切りましょう!（村）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
イヌワシの繁殖活動への

影響として「気候変動」も

無視できない。来年の抱

卵期までは雪の降り方

にも注目したい（長）

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第7回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第7回「アシナガバチ移住作戦スタート！」HO
NE
Y

　前号で駆除を頼まれたアシナガバチを、ベランダに巣

ごと移住させた話を書きましたが、その後私はさらに試

行錯誤を繰り返し、全国にこの方法を広めるべく活動を

始めました。期待することは3つあります。

　1つ目は志のある無農薬栽培農家のサポートです。ア

シナガバチは畑の害虫のイモムシ類をたくさん獲ってく

れるのです。事実、この夏友人の無農薬畑に15群アシ

ナガバチを移住させ、イモムシ被害を減少させることが

できました。危険な作業と思われてしまう方もいらっしゃ

るかと思いますが、春先の女王バチ一匹での営巣時な

ら刺してはこないので、誰でも安全に捕獲できるので

す。

　2つ目は殺虫剤で安易に駆除されがちなアシナガバチ

の保護です。近頃はミツバチ同様アシナガバチも減って

います。アシナガバチは相当巣に近づかない限り襲って

きません。50㎝手前で観察しても、羽や脚を動かして威

嚇はしますが襲っては来ません。ですから軒下のアシナ

ガバチが人を襲うことはまずないのです。まして、畑や庭

で飛び回っているハチが人を刺すことは絶対にありませ

ん。益虫であることが分かり、「駆除しないでおこう」と思う

　

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

直接触れるイヌワシの

剝製を展示しました。

鋭いくちばしや爪を触

ってみてイヌワシのす

ごさを体感しよう！（澤）

優しい価値観が広がってほしいものです。

　そして3つ目はアシナガバチとイモムシの関係を

知ることにより、自然全体の優れた調和や循環を

見つめなおすきっかけにしてもらえるのではという

期待です。

　経済優先の日本は、行き過ぎた殺虫・殺菌文化

が田畑のみならず生活の場にもはびこってしまっ

たように思います。それが環境を壊すのみならず、

私たちの健康までも害しているように思えてならな

いのです。

「アシナガバチ移住プロジェクト」のブログ

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

日本エコミュージアム研会理事。山形

県養蜂協会監事。編著『朝日岳山麓養

蜂の営み』（朝日町エコミュージアム

研究会発行）

https://ameblo.jp/asinagapj/

はしもと農園に設置したアシナガバチの巣箱 箱の中で家族を増やすアシナガバチ
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